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令和３年度の成瀬ダム建設事業費は２３２．4億円（前年度
比約１．００倍※工事諸費含む）で、本体建設工事、国道付替工事、
取水設備工事等の進捗を図るほか、今年度から新たに２号ト
ンネル照明設備工事及び非常用警報設備工事へ着手します。

２号トンネル舗装工事、２号橋上部工工事が完了予定ほか、
２号トンネル照明設備工事及び非常用警報設備工事へ着手します。

ダム本体建設工事

国 道 付 替 工 事

堤体を構築する工事や堤体に使用する材料を採取する工事の
進捗を図ります。

ダム湖から取水した水を農業用水や水道用水等として下流へ
流す際の水の量を調節する設備工事の進捗を図ります。

取水放流設備工事

本体建設工事の進捗を図ります

放流設備工事の進捗を図ります

国道付替工事の進捗を図ります

取水設備工事の進捗を図ります

付替林道工事の進捗を図ります

照明設備工事
非常用警報設備工事へ
着手します

Ｎ

①堤体基礎掘削
②堤体打設
③原石山表土処理・材料採取
④右岸地山対策(押え盛土)
⑤残土処理工



第５回 成瀬ダムモニタリング委員会 審議結果要旨

１．令和２年度のモニタリング調査結果について

➢以下の調査結果について審議した。
①水質調査 ②クマゲラ調査 ③移植済み植物モニタリング調査
④希少猛禽類調査 ⑤湖岸植生調査 ⑥魚類調査 ⑦産卵場調査 ⑧大気環境調査

【審議結果】

①⑧工事に伴う影響はほとんど無いと考えられる。
②クマゲラのものと推察される古い痕跡はダム建設事業地内外で複数確認しており生息して
いる可能性はあるが、クマゲラを直接確認できていない。ダム建設事業地はその一部であ
り影響はないと考えられるが、生息状況を把握するため今後も調査を実施する。

③生育状況が概ね良好の種もあるが、生育が確認されていない種は出現しない年があるため
令和３年度も調査を継続する。

④審議なし ※イヌワシ・クマタカ調査委員会で審議のため結果報告のみ
⑤湛水に伴う植生の変化を把握するため今後も調査を実施する。
⑥対象魚種に変化はなかったが確認個体数の変動があった。工事に伴う影響を把握するため
今後も調査を実施する。

⑦サクラマス（ヤマメ）、アメマス類の産卵環境は維持されていると考えられるが、ダム運
用後の産卵場の状況を把握するため、今後も調査を実施する。

２．生息環境整備の検討

➢保全対象種のヒメアカネ、ヒメシジミ、ヒメシロチョウ、ゲンゴロウの生息環境を整備する
ため、整備面積や検討内容について審議した。

【審議結果】

・周辺生息地や先例地の調査を実施し、事例収集を行い、整備面積及び内容の検討を行う。

３．令和３年度のモニタリング調査計画

➢令和３年度のモニタリング調査計画について審議した。

【審議結果】

・調査計画について了承された。
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成瀬ダムでは『工事中の環境保全措置や環境配慮事項など』について、適
切にモニタリングしていくために必要な指導や助言を得るため、専門家から
構成される『成瀬ダムモニタリング委員会』の第５回委員会を令和３年３月
１７日（水）に秋田市内にて開催しました。

【委員長挨拶】 【委員会開催状況】



発 行 国土交通省 成瀬ダム工事事務所 調査設計課
〒０１９-０８０１ 秋田県雄勝郡東成瀬村田子内字宮田97-1
TEL  ０１８２－２３－８４５０（代表） FAX ０１８２－２３－８４４９

URL http://www.thr.mlit.go.jp/narusedam/
成瀬ダム 検索

・雪解けによるダム工事再開にあわせて、今シーズンの見学会申込みの受
付を令和３年５月１０日(月)から開始しました。
ただし、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点や秋田県による「県外
との往来について」などを踏まえ、当面は「秋田県内在住の方のみ」の
受付とさせていただきます。

・県外在住者の方の受付は今後の感染状況を踏まえながら順次取り組む予
定としていますので、ご理解・ご協力よろしくお願いします。

◆見学申込みの詳細については事務所ウェブサイトによりご確認下さい。

・なお、「個人を対象としたダム見学会」「ダム特別見学会」は新型コロ
ナウイルスの感染状況を見極めながら計画していく予定です。
募集する際には事務所ウェブサイト等でお知らせします。

令和３年５月２１日（金）に国家公務員採
用試験の受験を予定されている方を対象とし
た「現場見学会（秋田コース）」が東北地方
整備局により開催されました。
秋田コースには、県内の道路・河川の現場

のほか「成瀬ダム」も組み込まれ、５名の方
が参加されました。当日はあいにくの雨模様
でＣＳＧ打設は休工でしたが、みなさん興味
深く見学されていきました。

～現場見学会実施状況～
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